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『学園の教育理念』    

「人間の能力は生まれつきのものではなく、 

 その人の努力によって開発され、無限に伸ばされる」 

 

『学園訓』 

「愛・信・敬」   

１．他人
ひ と

を愛し、他人
ひ と

を信頼し、他人
ひ と

を尊敬する、人間
ひ と

に私はなりたい。 

２．他人
ひ と

から愛され、他人
ひ と

から信頼され、他人
ひ と

から尊敬される人間
ひ と

に私はなりたい。 

 

『学園の教育目的』 

愛情と信頼と尊敬に充ちた教育を通じて、個性を伸ばし、能力を開発し、自立と向上心ならびに互助

協力の精神を培わせ、徳・体・智の調和のとれた人格の形成を図り、平和で民主的な国家及び社会に

貢献できる人間を育成することを目指している。 

 

『京都動物専門学校の教育目的』 

SKILL＆LOVE『確かな技術と人や動物に対する愛情』また『「好き」だけじゃできない…だから、京都

動物へ。』を合言葉に動物系とビジネス系の二本柱を教育の中心に置き、これからの動物業界の未来

を担う、人材の育成を目指している。今までに無い、新しい動物系の学校としてのあり方を常に創造

し挑戦していく。 

 

【評価の判定】    適切 ４   ほぼ適切 ３   やや不適切 ２   不適切 １ 

 

［1］ 教育理念・目標 

評価項目 評価 

・生徒等に対して教育理念等を明文化し、周知徹底を図っているか。 ４ 

・教職員に対して教育理念等を明文化し、周知徹底を図っているか。 ４ 

・学外の方に対して教育理念等を明文化し、公表しているか。 ４ 

・各修業期間における教育目的・目標及び教育計画が文書化され、提示されているか。 ４ 

（課題） 

・生徒には、日々の教育活動の中での周知徹底を図り継続する。 

・全教職員へ周知徹底を強化し、「建学の精神」を具現化する。 

（今後の改善方策） 

・「教育理念、校訓」の掲示で教職員、生徒、志願者及び保護者、企業などに対し理解を得る。 

・教職員は「教育理念、校訓、教育目的」の唱和の実施を継続。 

（特記事項） 

・教育理念・学園訓・教育の目的は明確に定められ、「学生便覧」により生徒達に周知徹底が図られている。 

・学園全体会議において教職員に対し「建学の精神（教育理念・学園訓・教育の目的）」の周知徹底を行って

いる。 



・学校案内・募集要項・ＨＰ等で外部に広く公表し、本学園が教育基本法、学校教育法及び専修学校設置基準

に従った学校教育を行っていることを提示している。 

 

［2］学校運営 

（課題） 

・学校関係者評価委員会の意見についての対応。 

・職業実践専門課程の要件をより充実させ、専攻分野に関する実践的かつ専門的な職業教育を実施する。 

・施設設備の経年劣化への対応。  

（今後の改善方策） 

・学校関係者評価委員会で指摘された事項について、即対応が困難な案件に対しては、まず対応できることか

ら手をつける。 

・職業実践専門課程において、動物業界で即戦力として活躍できる人材を育成できるよう、企業及び業界団体

と連携を図り、専門的な教育を行える環境を整える。 

・安全及び学習環境の改善を最優先に、施設設備の改修を実施する。 

（特記事項） 

・本学園において「5 か年、中・長期計画」を立て、着々とその計画が実現するよう努力している。 

・社会の動向及び環境の変化等に即対応・適用できるよう事業計画を立て、一人ひとりの能力を把握し個々に

見合った学習方法を取り入れ、技術を身につけ、実践的に活躍できる人材の育成を図り、平和で民主的な国

家及び社会に貢献できる人間の育成を行っている。 

・専修学校専門課程における教育目的・目標に従い運営方針が定められ、方針に則り業務を執行している。 

・職務分掌表を作成し、学校組織が機能的に働くよう実行している。 

・毎月職員会議および学科会議を開催し、教職員間の意思疎通を図っている。 

・防犯も意識した施設管理の組織化と、災害等の非常時においては災害対策委員を中心に、学生の安全を最優

先に対応する。 

・教員一人に 1 台のコンピュータを設置して業務の効率化を図っている。また、個人情報等漏洩が無いよう保

護、教員の指導の徹底をしている。 

・職業実践専門課程の認定を受け、専門家の意見を吸収し、生徒へ還元できるよう教育を行っている。 

・学校関係者評価委員会を設置し、第三者から多くの意見を頂き、改善している。 

 

 

評価項目 評価 

・運営方針は定められているか。 ４ 

・事業計画は定められているか。 ４ 

・職務分掌による組織の運営が機能的に働いているか。 ４ 

・意思決定システムによる学校運営がなされているか。 ４ 

・施設管理体制が整っているか。 ４ 

・安全管理体制は整っているか。 ４ 

・情報システム化等による業務の効率化が図られているか。 ３ 

・本校の事業内容を、第三者から評価しているか。 ３ 

・職業に必要な実践的かつ専門的な能力を育成するための組織的な教育を行っているか。 ４ 



［3］教育活動 

［カリキュラム・成績の評価］ 

評価項目 評価 

・求められる人材像は、各学科に対応する人材ニーズに向け正しく方向付けられているか。 ４ 

・カリキュラムは、業界の外部関係者を参入させ、社会のニーズに合致した内容が設定されているか。 ４ 

・カリキュラムは、体系的に編成されているか。 ４ 

・学科の各科目は、カリキュラムの中で適正な位置付けがなされているか。 ４ 

・成績評価・単位認定の基準は明確になっているか。 ４ 

・人材育成のための要件を備えた教員を確保しているか。 ３ 

・資格取得の指導体制は整っているか。 ４ 

・生涯学習について積極的に取り組んでいるか。 ４ 

（課題） 

［トリマーコース］ 

・より実践的な授業及び外部講師によるセミナー・講習等を実施。 

・個々のレベル差が顕著になる為、個々に応じた指導・フォローを行う。 

・資格取得体制（授業構成等）の強化と確立。 

［看護師コース］ 

・実習に必要な備品等を随時購入する。 

・カリキュラム履修で「動物看護師統一認定試験」に対応できる指導を行う。 

・動物看護師統一認定試験の合格率 100％の目標及び高平均点の維持。 

［教育課程編成委員会］ 

・委員会メンバーの人選について。 

・委員の意見・提案を如何に反映させていくか。 

（今後の改善方策） 

［トリマーコース］ 

・日本動物専門学校協会（NAVA）認定トリマーライセンス、ペットスタイリスト国際協会（PSIA）トリマ

ーライセンス、自校トリマーライセンスへ意識向上を促し取得率を上げる。 

・個々の生徒の課題及び成長過程をしっかりと認識し指導を行う。 

［看護師コース］ 

・看護師コースの備品等については、適時対応していく。 

・試験及び資格取得に対しての計画を明確にし、生徒に意識付けを行う。 

・試験対策及び模擬試験を実施する。 

［教育課程編成委員会］ 

・外部委員の人選を再考し意見をお聞きする。 

・外部委員の提案を考慮しカリキュラム編成を行う。 

（特記事項） 

・担当教科ごとに年間のカリキュラムを作成し詳細なシラバスを作成している。また、カリキュラム及びシラ

バスを全教職員が共有することで不足を補い、生徒がより良い知識を得られるようその都度確認している。 

・カリキュラムの作成に当たり「教育課程編成委員会」を設置し、外部関係者の意見を取り入れ、本校での学

習後、即社会に貢献できる体制を整えている。 



・カリキュラムは各学科の目標達成に向け、教務を中心として現場の教師の意見及び全教職員の意見を取り入

れ、必要かつ十分な体制を整えている。 

・成績の評価および単位認定の基準は、本校「学則」「便覧」に定められており、それに従い実務を実行して

いる。また、生徒に対しても「生徒便覧」を配布し、公表している。 

・本校に入学した以上は、すべての生徒がより多くの資格を取得し卒業できるよう、教員による指導体制を整

えている。  

・教育課程編成委員会を開催し、様々な意見を出し合い、有意義な話し合いができた。 

 

［授業の評価］ 

評価項目 評価 

・自己点検・評価を行うため、体制の組織化がされているか。 ４ 

・生徒によるアンケート等による授業評価・担任評価を定期的に行っているか。 ４ 

・授業評価・担任評価の結果に基づく教員面接を実施しているか。 ３ 

・授業評価・担任評価の結果に基づく教員報告書・改善計画書等が作成されているか。 ３ 

・授業改善のための組織的取り組みが行われているか。 ４ 

（課題） 

・自己点検・評価の有効活用。 

・授業評価・担任評価の有効活用。 

（今後の改善方策） 

・「自己点検・評価」を行い、その後「課題と対策」を行っている。より有効にするため、全教職員へ課題共

有を徹底する。 

・授業評価・担任評価の結果に対して、対策・改善策を明文化する。 

（特記事項） 

・「自己点検・評価委員会」を設置している。 

・授業の評価及び教員評価を、前期および後期の授業最終日にアンケートを取り実行している。その結果を取

りまとめ、各科目担当教員および担任に配布し、もし不適切な部分がみられるような場合には、改善を促し、

指導をしている。 

 

［学校行事］ 

評価項目 評価 

・定期的に校外学習を行い、動物業界の見聞を広めているか。 ４ 

・定期的に生徒同士・生徒と教員のコミュニケーション能力を養っているか。 ４ 

・定期的に生徒主体による、自立と向上心を育て、社会地域へ貢献できる行事を行っているか。 ４ 

・定期的に海外における動物業界の知識を生徒に取り入れているか。 ４ 

（課題） 

・レクリエーションは、パターン化する可能性が高いため、内容の充実を目指す。 

・新たな校外学習受け入れ施設の探索。 

・海外研修旅行は、費用・費用準備方法・行き先・研修内容等を検討し、全員参加を目指す。 

また常に次年度の計画なので、早めの対策が必要である。 

・ぐーDOG 祭は、入場者数を増やしていくためにも、内容の充実、告知方法など検討の必要がある。 



（今後の改善方策） 

・それぞれの学校行事の目的を明確に生徒に伝え、より意義・意味のある行事にしていく。 

・レクリエーションを行うだけでなく、そこでしかできない貴重な経験を通じ生徒に教え、学びの場とする。 

・校外学習についても、パターン化を避けるために新たな受け入れ施設を探す。 

・海外研修旅行は、費用・費用準備方法・行き先・研修内容等を検討のため、複数の業者に依頼し検討する。 

・ぐーDOG 祭の目的は「感謝祭」であることを認識させ、生徒主体で実施するようにし、来校者数を増やす

ために、モデル犬会員様への案内チラシ配布、ポスター等を玄関やスタッフルームに事前に貼ったりして告

知する。また、ぐーDOG ニュースで卒業生等にも告知し参加を促す。 

（特記事項）  

・2 年間の修業年限に 4 回の「校外学習」を設定している。そのいずれからも、多様な動物業界の様子を体験

することができるため、生徒にとってもより多くの知識が学べると思われる。 

・2 年間の修業年限に 4 回の「レクリエーション」を設定している。1 学年と 2 学年が共に行動をすることで、

学年を超えたコミュニケーションが図れる。 

・ぐーDOG 祭は、授業で使わせていただいているモデル犬会員のための感謝祭及び地域貢献である。生徒が

主体となり、日ごろの感謝の意味を込め、会員や地域の方に喜んでもらうための行事である。サービス精神

やコミュニケーション能力を養うことで人間としての生き方も勉強できるよう、今後も続けていく。 

・生徒が主体でグッズを製作・販売し得た利益で寄贈品を購入し、動物愛護センターへ寄贈という活動を実施。 

 

［教員の向上］ 

評価項目 評価 

・教員の研修計画が作成されているか。 ３ 

・専門性や指導能力等の把握や、評価、維持、向上のための内部研修・研究を行っているか。 ４ 

・専門性や指導力などの維持や向上のため、外部研修等へ派遣しているか。 ４ 

・専門性や指導力などの維持向上のための自己啓発への時間的・財政的な支援をしているか。 ４ 

・非常勤講師との定期的な情報共有を図っているか。 ４ 

（課題） 

・専門分野以外の勉強会も計画・実施し、教員としての基本的な資質の向上に取り組む。 

・研修等で得たものを教員間及び非常勤講師に対しても情報を提供し共有する。 

（今後の改善方策） 

・指導力の強化を図るため、内部研修・外部研修を行う。 

・教員と非常勤講師間でグルーミング及び動物看護に対する考えを統一する。 

・動物業界以外のいろいろな研修会や勉強会に参加し、教員としての資質の向上を図る。 

（特記事項） 

・実習においては複数の教員が入るため、実習授業中の教員間の意識の統一を図っている。 

・専門性や技術の向上を図るため、可能な限り最新の設備を整えている。 

・NAVA 教員対象勉強会へ参加。 

・PSIA 教員対象勉強会へ参加。 

・（一社）全国ペットクラブの講習会及びセミナーへ参加。 

・（一財）日本動物理学療法協会の講習会及びセミナーへ参加。 

 



［4］学修成果 

評価項目 評価 

・生徒の就職に関する目標を達成したか。 ４ 

・生徒の資格取得に対する目標を達成したか。 ４ 

・生徒の退学率の低減に関する目標を達成したか。 ３ 

・生徒の就職結果に関して、社会での活躍および評価を得ているか。 ４ 

（課題） 

［就職］ 

・生徒一人ひとりの特性を見極め、進路先の条件等も考慮して、個人個人に合った進路指導を行う。 

・求人側の雇用条件や労働環境を判断する必要がある。 

・進路部・各コース・担任・学生の関連を強め、進路指導する必要がある。 

・次年度も就職率目標は 100％とする。 

［資格取得］ 

・「自校トリマーライセンス」は、ライセンスの意義を理解させ、より上の等級の取得を目指し、日頃から意

識し取り組ませる必要がある。 

・日本動物専門学校協会（NAVA）のトリマーライセンスについては、数名の不合格者があった。 

・日本動物専門学校協会（NAVA）のトリマーライセンス 1 級の受験率が低かった。 

・ペットスタイリスト国際協会（PSIA）ブロンズの申請率が低かった。 

・全ての生徒が認定動物看護師試験を受験できるよう、日頃から生徒の様子を確認し、生徒一人ひとりに適し

た指導を行っていく。 

［退学率］ 

・退学者を極力出さないために、担任を中心として教務・入試・進路・事務との情報共有等、連携を強めて対

応していく。 

・入学試験時の面接の対応や体験実習中の行動を通じて人物評価を再検討し対応する。 

［社会の評価］ 

・良い評価もあれば、そうでないものもある。早期離職を減らすため企業と生徒のマッチングを考える。 

・社会人としての基礎を身につけさせる必要がある。 

（今後の改善方策） 

［就職］ 

・求人側の雇用条件や状況を判断し、その企業に合った生徒を就職斡旋できるよう努力する。 

・生徒と進路部と担任が常に連携し、生徒にとって最善な就職先へ就ける指導を行う。 

・企業説明会の参加や、本校での企業説明会の強化を実施する。     

・就職率 100％を目指し、インターンシップや企業見学を促し生徒に合った就職へとつながるよう指導する。 

・求人票の獲得数を増やすためにも、企業訪問を行い、卒業生との連携も図る。 

［資格取得］ 

・生徒に「自校トリマーライセンス」の発行基準、意義、目的を明確に理解させる。また、2 年次での取得の

為、評価項目の量や評価期間の長さが、生徒の意識低下に繋がりかねないので、気持ちを継続・維持させる

指導を行う。（中間の経過報告と開示） 

・日本動物専門学校協 NAVA トリマーライセンスは、全等級の全員合格を目指す。 

・日本動物専門学校協 NAVA トリマーライセンス 1 級受験を必須とする。（2 級合格者） 



・日本動物専門学校協 NAVA トリマーライセンス 1 級合格者からのペットスタイリスト国際協会（PSIA）ブ

ロンズへの申請率を上げる。 

［退学率］ 

・退学者を出さないために、教員同士が一つとなり生徒をフォローする。 

・入試の段階でトリマーおよび動物看護師の仕事の大変さを伝え、それでも受験を目指す生徒を本校へ受け入

れる。 

［社会の評価］ 

・企業が求める人材を本校で養成できるよう努力する。 

（特記事項） 

・生徒のインターンシップ先を訪問するが、そこでの評価は高く、また、卒業生等の評価も高く、我々教職員

は、卒業生の頑張りに感謝する。卒業生の頑張りにより本校に求人が来るのだと思われる。また、卒業生の

就職先からも求人をいただき本当にありがたい。 

・校内で合同企業説明会を実施。改善点はあるが、生徒には大変好評であった。 

 

［5］学生支援 

評価項目 評価 

・就職・進学指導に関する体制は整備されて、生徒に対して有効に機能しているか。 ４ 

・生徒相談に関する体制は整備され、生徒に対して有効に機能しているか。 ３ 

・生徒に対し、奨学金制度等の経済的支援があるか。 ４ 

・生徒に対し、定期的に健康診断を行っているか。 ４ 

・生徒寮等、生徒の生活環境への支援は行われているか。 ３ 

・保護者との相談・面談を行い、連携を図っているか。 ４ 

・卒業生への支援体制が図られているか。 ４ 

（課題） 

・奨学金制度を設けているが、生徒の奨学金への認識が低い。 

・卒業生の就業状況等をもう少し把握する必要がある。 

（今後の改善方策） 

・生徒の奨学金への知識を高めるため、本校でも説明会を行っている。今後も継続する。 

・生徒寮等は無いが、生徒マンション等の斡旋等は専門業者を通じて行っている。 

・卒業生の就業状況等が学校ではなかなか把握できないが、企業訪問時や卒業生の友人からの情報によるもの

が現状である。日頃からの企業訪問を増やしたい。 

（特記事項） 

・就職においては学校内データーベースを作成し、生徒が就職実績等を見ながら就職先を探すことができる。 

また、一般による就職を希望する生徒もいる。すべて生徒が求める職に就けるよう、求人票を渡している。 

・生徒相談に関しては、本校では担任制を採ることでその体制は確保されている。また、担任以外の教員も生

徒と日頃から会話をすることで相談しやすい体制を作っている。 

・本校では、学内奨学金として「学園ファミリー奨学金制度」、学外奨学金として「日本学生支援機構奨学金」

「あしなが奨学金」「交通遺児奨学金」を利用できるよう設定している。 

また、教育ローンとして「日本政策金融公庫」「近畿労働金庫公庫（京都府）」「各民間銀行」「新聞奨学生制

度」を利用できるよう設定している。 



・令和 2 年度から修学支援新制度の対象機関となるため、新制度への様々な体制・対応を整える。 

・生徒の健康診断を年度初めに実施している。また個人面談をすることで学生の健康管理をしている。 

・本校では、安心して学校生活が送れるよう「ナジック（株式会社学生情報センター）」「学生会館、食事付・

マネージャー夫婦常駐（株式会社共立メンテナンス）に委託している。 

・常に担任が保護者と連絡を取り対処できる体制を執っている。また、事務処理に関しては事務担当者が保護

者と連絡を取り対応している。 

・卒業生に対しては、就職支援も行い、また卒業生用「セルフトリミングルーム」を設置し、いつでも来校で

きる体制を整えている。また、ぐーDOG 新聞を作成し配布することで、技術相談会の案内や動物業界の情

報及び本校の活動を報せている。 

 

［6］教育環境 

評価項目 評価 

・教育上、必要な施設・設備が整備されているか。 ４ 

・校外学習・インターンシップ・海外研修旅行において、十分な教育体制がとられているか。 ４ 

・図書室・図書コーナー等があり、教育上必要な書籍を随時購入しているか。 ３ 

・防災・防犯・非常時に対する体制が整備されているか。 ４ 

（課題） 

・施設で一部老朽化している所がある。 

・1 号館地下トイレの修理修繕が必要。 

・動物看護師コースにおける備品はもとより、トリマーコースの備品充実を経費削減に努めつつ、可能な限り

行う。 

・海外研修旅行において、研修内容等も検討をすると共に、国内研修旅行も選択肢に入れる。 

（今後の改善方策） 

・施設の老朽化は、随時修理を検討し、できるものから直していく。電気設備等も修理をしていく。 

・外壁の異常が無いか、こまめに注意する。 

・消防設備点検、建設・設備定期点検を行う。 

・備品に関して十分に検討し経費削減を目指す。 

・図書室の環境を整える。 

・海外研修旅行において、海外の動物業界が日本と比べてどのように違うか等も観察できるよう、最新の医療

現場の見学等もできるよう配慮する。 

（特記事項） 

・動物看護師コースの最新設備・器機においては、本校の獣医師と連携を取りながら設置している。 

・毎年、必要な参考図書・関連図書等の選択を行い、最新の情報を揃えるため、随時不足分を補っている。  

また、動物看護師コースの書籍は十分ではないので、今年も増やしていく。 

・防災では防火責任者を配置、消火器等を完備し点検維持している。定期的に避難訓練も実施している。 

防犯において、「テレビカメラ」と「防犯センサー」を設置し、2 号館防犯カメラの映像を 1 号館事務室モ

ニターで可視化している。 

・非常時等に備え、1 号館、2 号館にそれぞれ「AED」を設置し、学生および地域住民の非常対応を確保して

いる。 

・生徒用の椅子のクリーニングをおこなった。 



・令和 2 年度に 1 号館地下トイレのリニューアルを行う。 

・令和 2 年度に Wi-Fi 環境の整備を実施する。 

 

［7］学生の受入れ募集 

評価項目 評価 

・生徒募集活動は適正に行われているか。 ４ 

・教育の成果、資格取得の実績、就職実績等が、生徒募集に貢献できたか。 ４ 

・入学選考は、適正かつ公平な基準に則り、執り行われているか。 ４ 

・学納金は妥当なものとなっているか。 ４ 

（課題） 

・オープンキャンパス、学校見学会等の内容・回数の改善及び動員数・出願率アップのための方法を検討する。 

・奈良、大阪の京阪・近鉄沿線の誘導に更に力を入れる。 

・AO 入試を重視し、高校 2 年生の 4 月頃からを対象とし早めの動きだしを実現する。 

（今後の改善方策） 

・個別対応をより強化する。AO 入試説明会、保護者説明会、保護者個別相談会などを実施し参加者の目的に

合わせた内容にする。 

・トリマーコースは「W 資格＋1」のライセンス取得、動物看護師コースは合格率と平均点をアピールする。 

・オープンキャンパスの日程や内容の見直しをはかる。 

・高校訪問を強化する。 

・本校在校生の近況を出身校に報告。生徒の写真・コメントの掲示を依頼し、本校での将来像を明確化させる。 

・スマホサイトや SNS の利用を強化し、情報の発信を行う。 

・アドミッションポリシーを大切にし、本人の意志が強いことを確認した上での選考を実施する。 

（特記事項） 

・生徒募集活動は、適正に行っている。また、担任制及び少人数制を取り入れ、教職員一同が一丸となり親身

なサポートを行っている。 

・入学選考にあたり、AO 入試・一般入試を実施し、入学基準に則り執行している。 

・学納金は必要最小限にとどめ、生徒に負担がかからないよう、学内・学外奨学金制度、教育ローンにも対応

し、安心して学業に専念できる体制を整えている。 

 

［8］財務 

評価項目 評価 

・中長期的に財務基盤は安定しているか。 ３ 

・予算は収支計画に従って適正に執行され、定期的に確認されているか。 ４ 

・会計監査（内部・外部）が適正に行われているか。 ４ 

・財務情報公開はできているか。 ４ 

（課題） 

・財務情報をホームページで公開する。 

（今後の改善方策） 

・財務状況の更なる安定を図る。 

（特記事項） 



・現時点においては、収支のバランスが執れ、財務基盤も安定している。 

・財務状況は、予算計画に基づき、適正に執行されている。 

・財務監査においては、学園監事及び監査法人により厳正かつ適正に行われている。 

［9］法令等の遵守 

評価項目 評価 

・法令、専修学校設置基準等が遵守され、適正な学校運営を行っているか。 ４ 

・個人情報保護法により、その対策がとられているか。 ４ 

・ハラスメントに関する規程を設け、学校として生活しやすい場の提供をしているか。 ４ 

・いじめ問題に対して、その対策が取られているか。 ４ 

・体罰に対して、その対策が取られているか。 ４ 

（課題） 

・学園の勤務改善検討委員会・情報管理委員会・セクシュアルハラスメント防止対策委員会を定期的に実施し、 

対応している。 

（今後の改善方策） 

・「個人情報を校外に絶対に持ち出さない。」を徹底している。 

・ハラスメントに関しては、年度末にアンケートを実施し、学校の現状を学園が管理している。 

・前期末及び後期末で実施している授業及び教員アンケートにおいて、いじめや体罰の内容を追加し、もしも

何かが起こった時にすぐに対応が取れるように準備をしている。 

（特記事項） 

・関係法令を遵守し、適正な学校運営を行っている。 

・学校が保有する個人情報の保護について、規定を定めて管理している。 

・セクシュアルハラスメント防止対策委員会を設置。組織化して、生徒の学習環境及び教職員の就業環境を整

えている。 

・常に生徒の異常を把握し、即時対応できるよう、教職員一丸となって生徒の情報を共有している。 

 

［10］社会貢献・地域貢献 

評価項目 評価 

・ペットショップ・動物病院・動物関連施設等での職場実習を行っているか。 ４ 

・キャリア教育・ビジネス教育等を行っているか。 ３ 

・コミュニケーション能力向上に向けた取り組みを行っているか。 ３ 

・他の高等教育機関等との連携講座を行っているか。 ４ 

・企業・地域・行政との連携を図っているか。 ４ 

・目標・計画に基づく社会的活動（ボランティア活動等）を実施しているか。 ３ 

（課題） 

・動物関連の外部企業との連携を図っているが、それを更に強化する。 

・生徒が自らの可能性を高め、挑戦し、活躍できるよう、また自立して生計が立てられるよう指導していく。 

（今後の改善方策） 

・動物関連業者との連携を図っているが、企業や事業所を訪問してその連携をよりいっそう広く大きなものに

していくようにする。 

・今以上の強化に向け、勉強会の場を設け、企業や業界担当者との親睦を図る。 



・生徒が社会で柔軟に対応していけるよう、生徒の弱点を見抜き人間的に成長させるため、学問以外の生活面

での指導にも力を入れる。 

（特記事項） 

・将来、社会的・職業的に自立し、社会の中での自分の役割を見つけ、その責任を果たすことができる人間に

育てるためのカリキュラムを編成している。 

・本校の学園訓に則り、両コースにおいて知識や能力や技術だけを身に付けるのではなく、グループ作業を取

り入れることで、互助協力して完成させる授業を展開している。 

・生徒のインターンシップ・見学を通し、就職・アルバイトの求人を得、本校に不足するものを企業で学び、

それをカリキュラムに反映することで、本校の教育を更に向上させることを目指し、成果をあげてきている。 

・命の大切さと世の中が人間と動物の共存で成り立っている現実を理解し、人間が生きていくための知識及び

方法を経験させ、生徒自身が自分の将来をも考えられる教育を行っている。 

・獣医師会主催の動物イベント等に参加し、来場者の方々にたいして啓蒙活動のお手伝いを行っている。 

・生徒が主体となり、ペット関連グッズを製作・販売。得た利益で寄贈品を購入し、動物愛護センターへ寄贈

するという活動を実施 
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京都動物専門学校            
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Ⅰ 学校の概要  

   京都動物専門学校  

〒612-0068 京都市伏見区桃山福島太夫西町 6 番地  

 

 １．学校の概要  

昭和 50. 3.31 学校法人南京都学園 認可 

平成 8．11.15 京都デザイン・ビジネスカレッジ  工業専門課程 商業実務専門課程 服飾・家政専門課程 設置認可 

平成 14. 4. 1 京都デザイン・ビジネスカレッジ を 京都情報ビジネス住環境専門学校 に校名変更 

平成 21．4．1 京都情報ビジネス住環境専門学校 を 京都動物専門学校 に校名変更 

平成 26．3．

31 
職業実践専門課程 文部科学大臣認定 

 

 ２．教育理念 

    人間の能力は生まれつきのものではなく 

      その人の努力によって開発され、無限に伸ばされる 

                （昭和２８年３月１８日） 

３．学園訓  

   本学園は、学生・生徒の守るべき学園訓を愛・信・敬とした。  

    愛 ・ 信 ・ 敬                     

       一、他人
ひ と

を愛し、他人
ひ と

を信頼し、他人
ひ と

を尊敬する、人間
ひ と

に私はなりたい。 

二、他人
ひ と

から愛され、他人
ひ と

から信頼され、他人
ひ と

から尊敬される人間
ひ と

に私はなりたい。 

 

（昭和６２年４月）                     

 

 

 



 

４．課程・学科の入学定員、学生・生徒数の状況  

                                                    令和元年 4 月当初  

５．教職員         

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学  校  名  課 程  学 科 名 学則定員 
1

年  

2

年  
合計  

京 都 動 物 専 門 学 校 
商業実務  

専門課程  

ペットビジ

ネス学科  
160 48 49 97 
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任 
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員 
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任 
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小
計 

非

常

勤

教

職

員

 

合 

計 

京 都 動 物 専 門 学 校  7 3 10 17 27 



 

Ⅱ 事業の概要  

1．京都動物専門学校 

１）令和元年度の事業の概要 

（１） 概 要 

     ペットビジネス学科  

      建学の精神に基づいた教育の具現化を図る学校創りをするため、 

SKILL・LOVE・BUSINESS のスローガンのもと、アドミッションポリシー 

（入学受入方針）、カリキュラムポリシー（教育課程編成方針）、ディプ 

ロマポリシー（進級・卒業認定、専門士授与に関する方針）を着実に進め、

選ばれる学校となれるよう業務を遂行した。 

①  職業実践専門課程への対応 

職業実践専門課程の認定を受け約 6 年が経過した。令和元年度にお 

いては、教育課程編成委員会及び学校関係者評価委員会を 2 回実施し 

た。 

1 回目は令和元年 9 月 11 日に実施。 

主な議案は、 

1）「平成 30 年度 自己点検・評価報告書」について。 

2）「愛玩動物看護師法制定による、今後の動向及び対応」について 

 

2 回目は令和 2 年 3 月 30 日に実施。 

主な議案は、 

1）「令和 2 年度 事業計画等」について 

2）「カリキュラム（トリマー/動物看護師 コース等）」ついて 

 

      愛玩動物看護師法の制定により、今後の施行スケジュール及び本校の 

対策・対応についての説明を行った。大きな共通認識として、3 年生 

導入は令和 4 年度開始予定で進めていくことであった。 

また、令和 2 年度の事業計画について主に「ＪＲ複線工事に伴う 2 号 

館改築計画」「高等教育無償化制度の開始」等の説明を行った。 

「カリキュラム・生徒・募集・本校」に対する意見や要望等の貴重 

な話を頂いた。 

 

②動物看護師コースの充実 

    動物看護師コースの 2 年生（5 期生）18 名が卒業した。進級者数 19 名

から卒業者数 18 名。退学者 1 名であった。 



 

    1 年生は入学者数 18 名（留年者 1 名含む）から進級者数 17 名。退学者

1 名であった。 

    コースの教育内容としては、動物病院での避妊手術実習、連携施設内研

修などを行い、充実したものであった。今年度も 2 年生から 1 年生へ引

き継ぐ形で動物福祉論の授業の一環で、グッズを作製、京都動物愛護フ

ェスティバル・ぐーＤＯＧ祭で販売、得た利益で寄贈品を購入し、京都

動物愛護センターに寄贈を行った。 

ＮＡＶＡ加盟校による模擬試験を 2 回実施と認定動物看護師試験対策 

を 8 日間で 24 コマ実施。認定動物看護師試験は 17 名（18 名中）受験 

し全員合格という結果であった。 

学校別平均点は全国 8 位（68 校 内：大学 8 校）という結果であった。 

推移としては、1 位→6 位→7 位→3 位→8 位となる。 

 

③トリマーコースの充実 

    トリマーコースの 2 年生 30 名が卒業した。進級者数 30 名から卒業者数

30 名。退学者 0 名で、1 年生は入学者数 30 名から進級者数 27 名。退学

者 3 名であった。 

自校認定トリマーライセンスを導入して 5 度目のライセンス交付であ 

った。このライセンスは、全教科の成績・出席状況すなわち、トリミ 

ング技術だけでなく、専門知識やビジネスマナーなどをしっかり身に 

つけた生徒の成長を評価するものであり、生徒達はこれを認識してお 

り、出席率・成績に大きく反映している。しかし、ＮＡＶＡトリマー 

ライセンスとの関連性においての課題は残った。 

また、ＮＡＶＡトリマーライセンスは導入して 3 年目であった。生徒 

は目標を明確に持ち日々努力ができた。大きなプレッシャーを感じな 

がらの 1 年間だったが、大きな達成感も得ることが出来たと考える。 

課題としては、2 級合格者の 1 級受験率が極端に少なかった。よって、 

1 級合格者は 13 名に留まってしまった。 

1 級合格者の（一社）ペットスタイリスト国際協会ＰＳＩＡ（ブロンズ） 

の申請率は高かったが、やはり 1 級合格者の任意申請であるため、2 

年生の人数からはかなり少なくなってしまった。 

ＮＡＶＡ主催の全国トリミングコンテストに生徒 2 名が出場した。今 

回も入賞はならず。もう、「参加することに意義がある」とは言ってい 

られない。モデル犬の問題等を含め、入賞を目指さなければならない。 

昨年同様、会員モデル犬の予約問題（期間が長い）は残る。 

 

 

 



 

（２） 学校行事 

月 行事 月 行事 

4 

講師会・入学式・健康診断 

オリエンテーション 

春のレクリエーション 

10 秋のレクリエーション 

11 

ぐーＤＯＧ祭 

動物愛 護社会 化検 定基 礎級試験

（トリマ 1 年） 

愛玩動物飼養管理士試験 

校外学習 

FCI インターナショナルドッグシ

ョー 

12 

海外研修旅行（2 年任意）  

NAVA トリマーライセンス 3・2 級試

験 

学生トリミング競技会 

5 

校外学習・避難訓練 

ＺＰＫ主催 合同企業説明会（トリ

マー2 年） 

1 

全国トリミングコンテスト（ナゴ

ヤドーム） 

校内合同企業説明会（両コース 1

年） 

授業参観（1 年） 

6 

連携施設内研修（看護 2 年） 

授業参観（2 年） 

ビジネス実務マナー検定（トリマ

ー2 年） 

2 

NAVA トリマーライセンス 1 級試験 

簿記検定   

販売士検定 3 級 

後期試験（追・再試験） 

トリマーライセンス等級判定 
7 

WJVF 第 10 回大会（看護 1・2 年） 

インターンシップ（トリマー2 年） 

損害保険募集人一般試験（1 年） 

愛玩動物飼養管理士 1・2 級講習会 

8 

前期試験 

家庭動物管理士受験講座（トリマ

ー） 

家庭動物管理士試験（トリマー） 3 

インターンシップ（トリマー1 年） 

認定動物看護師試験 

動物病院一日見学（看護 1 年） 

卒業式 9 
連携施設内研修（看護 2 年） 

京専各体育大会 

 

 

 

 



 

２）令和元年度の主な事業の目標、進捗状況 

 

（１）教育内容 

 

①教育内容の充実 

・ 両コース共にインターンシップ先や外部実習先、研修先の確保は出来た。 

・ 2 年生は海外研修旅行でアメリカ・ロサンゼルスを訪れた。研修施設・

内容をコース別で実施。研修施設・内容は非常に良いものであり、生徒

も満足していた。海外と日本の「動物に対する考え方の違い」などを知

る貴重な経験と勉強ができ、無事に終えることが出来た。 

・ ぐーＤＯＧ祭は、目的が地域住民やモデル犬会員等への感謝の気持ちを

伝えるものとして、生徒に認識させて行ったが理想的な形にはなってい

ない。特に内容を変える必要があり、その内容次第で生徒が積極的に参

加し、また参加者も楽しんでいただけるイベントを考えなければならな

い。より良いものにしていくよう努力し、学校のイメージアップと地域

社会への貢献にも繋げていきたい。 

・ 学生トリミング競技会を本年度も 1 号館 3 階で実施し、例年どおり張り

詰めた空  気の中、真剣な面持ちで参加者は腕を競った。生徒のモチ

ベーションを大きく上げるイベントであり、見学した 1 年生にとっても

先輩の姿に刺激を受け、明確な目標をもつ機会となった。また、ＮＡＶ

Ａ2 級試験から 2 名を選抜し、全国トリミングコンテスト（ナゴヤドー

ム）に出場した。またしても入賞は出来なかった。 

参加するだけでなく、入賞できる力をつけてあげなければならない。 

・ ＮＡＶＡのトリマーライセンスを導入し 3 年目。2 級合格者からの 1 級

受験者希望者が少なかった。そのため、1 級合格者が少なくなり、ＰＳ

ＩＡ（ブロンズ）の申請者も少ないという結果となった。目標を明確に

持つことが大切であることから、２級合格者の 1 級受験を必修とし、Ｐ

ＳＩＡの申請者も増やすこととした。 

・ ＮＡＶＡドッグトレーナー2 級ライセンスの希望者が多くあったので、

初めて実施した。実技なしの筆記のみであるが、全員が合格した。 

・ 外部講師（舞鶴動物医療センター院長・ＮＡＶＡ）による特別授業の実

施。 

・ 動物看護師コースは動物分野イベントへの参加をカリキュラムに入れ

実施した。 

・ 動物看護師統一認定試験対策として、対策授業を実施。また、ＮＡＶＡ

の加盟校によっての模擬試験を 2 回実施した。 

・ 生徒による授業評価アンケートを全科目に亘り、年 2 回実施。 



 

・ 薬物乱用防止ポスターの掲示及び京都府薬物乱用防止指導員研修会に

参加。 

 

②教育支援の強化 

・ ２年度から始まる大学等における修学支援制度（高等教育無償化）の申

請を行い、無事に対象校に認定された。 

・ １年次に解禁で全教科の評定が優であった２年生を対象に例年行って

いる在校生特待制度（１０万円支給）に５名が該当した。 

・ 担任制の充実のため生徒による担任評価アンケートを、授業力を高める

ために生徒による授業評価を年２回 実施した。 

・ 生徒と担任の接触回数に重点を置き、個別面談を定期的に実施。 

・ 教職員の外部研修には、積極的に参加した。 

 

③進路指導の充実 

・ インターンシップ研修者 1 年：44 名  2 年：48 名 

・ 就職、進学決定者 46 名（希望者 48 名） 

・ 個別呼び出し面談で、履歴書、面接指導を実施。 

・ 校内での企業説明会を実施。 

・ 校内での合同企業説明会を実施。 

・ 校外での合同企業説明会への参加。 

・ 企業先への訪問 

    ④高専連携 

・ 京都廣学館高校 3 年生保護者対象説明会参加。 

・ 京都廣学館高等学校の生徒を対象としたオープンスクールを実施。 

 

⑤資格取得状況 

・ トリマーライセンス 

S 級・・・7 名   A 級・・・7 名   

B 級・・・14 名  C 級・・・2 名  無級・・・0 名 

・ （一社）日本動物専門学校協会 ＮＡＶＡトリマーライセンス 

    1 級 15 名受験  13 名合格 

    2 級 30 名受験  28 名合格 

    3 級 27 名受験  27 名合格 

・ （一社）ペットスタイリスト国際協会 ＰＳＩＡブロンズ 

    1 級合格者 13 名中 12 名認定 

・ 動物看護師統一認定試験 

    17 名受験 17 名合格 

・ 愛玩動物飼養管理士 



 

          1 級  2 名受験  0 名合格 

                  2 級 64 名受験  72 名合格  

・ 家庭動物管理士 

    3 級 29 名受験 29 名合格 

・ 動物愛護社会化検定 

          基礎 40 名受験  39 名合格  

         専門級 27 名受験 27 名合格 

・ 販売士検定 

          3 級  27 名受験  12 名合格  

・ ビジネス実務マナー検定 

2 級  30 名受験   4 名合格   

・ 日商簿記検定 

    3 級  10 名受験  2 名合格     

・ Microsoft Office Specialist Word2013 

27 名受験 27 名合格  

・ Microsoft Office Specialist Excel2013 

62 名受験  60 名合格  

     ・ 損害保険募集人 一般試験 

          46 名受験 46 名合格 

     ・ ＮＡＶＡドッグトレーナー2 級 

          18 名受験 18 名合格 

（２）施設、設備の整備 

 

①   2 号館 2 階、3 階のトイレの修理。 

②   2 号館エアコン・換気扇のクリーニングを実施。 

③   2 号館ブロック塀の補強を実施。 

④   生徒用の椅子のクリーニングを実施。 

⑤   義務づけられている建物・設備の定期点検を実施し、交換等の改善を行 

なった。 

⑥  JR 奈良線複線化に伴い、校地の一部売却及び看護実習棟、木造犬舎室の解

体について、３月に土地 74.78 ㎡を売却した。土地の明け渡し期限は令和

3 年 8 月末日である。令和 2 年度早々にも 2 棟の解体撤去と新築工事に取

り掛かる。2 号館一階のセルフトリミングルームを仮犬舎室、2 階トリミン

グルームを仮看護実習室として供用し、対応する。 

 

 

 

 



 

（３） 学生募集 

 

① 募集活動 

入学者目標を 80 名と定め、下記のような募集活動を行った。 

・ 個別対応の強化。オープンキャンパスでは、希望コース別に説明を 

行い個別相談会への誘導を積極的に実施した。入試説明会において 

も、学年別に実施するなど個別対応を強化した。また、オープンキ 

ャンパス告知 DM の内容を対象者別に作成し、発送時には 

送付状を対象者別に同封した。資料請求時も同様に行った。 

・ オープンキャンパス、学校見学などへの動員目標(200 名)並びに動員

からの出願率目標(40.0％)を設定し、DM、進学情報誌、ホームページ

等での広報活動の展開を図った。結果、動員数 215 名、動員からの出

願率 38.1％となった。動員数・出願率ともにほぼ達成することが出来

た。令和元年度の動員数 152 名からの動員数 31.6％と比較すると上

昇した。動員数増加の対策強化は非常に効果が表れた。 

・ 法人企画室の協力を得て、スペシャルオープンキャンパスやショート

オープンキャンパスを実施した。今後も回数及び内容の工夫・ＰＲ戦

略を充実させたい。 

・ マスコミへのプレスリリースを中心としたパブリシティーなど、PR 戦

略を展開した。 

・ 動物関連の各種イベントへ参加し、知名度の向上を図った。 

・ SNS（LINE＠）からのオープンキャンパス参加申込み実施。 

・ 缶バッジプレゼント等の企画を実施。 

② 入試制度改革 

・ ＡＯ二次審査を廃止し、オープンキャンパス等のイベント参加と面談

を条件とする参加証発行を二次審査に置き換え実施。 

   出願のＡＯ入試割合は非常に高いく、募集はＡＯ入試で決定する感で

ある。 

・ 京都動物専門学校の強みと特長を、トリマーコースはペットカットに

特化した、「Ｗ資格＋1」＝「ＮＡＶＡ認定トリマーライセンス、京都

動物トリマーライセンス＋ＰＳＩＡペットスタイリスト」、動物看護

師コースは「動物看護師統一認定試験受験可能校、学校別平均点トッ

プクラス」と明確に設定し広報を行った。トリマーコースはまだ弱い

感が否めない。動物看護師コースは強みと特徴を生かすことができて

いる。加えて国家資格化が大きく影響し募集を伸ばしたと考える。 

・ 令和 2 年度生出願状況（高等学校・大学短大所在地）として、京都府・

滋賀県からの出願割合は増加したが大きくなかった。また、京都市内

からの出願数は少ないままである。 



 

＜京都府から出願割合推移＞ 

H28 年度生 27 名（61.4％） /  H29 年度 34 名（57.6％） /  H30 年度

生 33 名（58.9％）R1 年度生 27 名(55.1%)  /  R2 年度生 49 名(60.3%) 

＜滋賀県からの出願割合推移＞ 

H28 年度生 9 名（20.4％） /  H29 年度 11 名（18.6％） /  H30 年度

生 10 名（17.9％）R1 年度生 8 名(16.4%)  /  R2 年度生 16 名(20.5%) 

 

  今後も募集エリアを再考した広報活動を行う必要がある。 

 

 

（４）自己点検評価の実施 

 

評価委員会が年度末 3 月に令和元年度の総括を兼ねた報告書 

を作成。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

Ⅲ 財務の状況    

     

 

 （１）資金収支計算書    

  

 平成 31 年 4 月  1 日から  

 令和 2 年 3 月 31 日まで 

    単位：千円 

 収入の部       

 科目 予  算 決  算 差  異 

 学生生徒等納付金収入 531,056 533,941 △ 2,885 

 手数料収入 20,536 20,393 143 

 寄付金収入 8,560 4,665 3,895 

 補助金収入 359,550 358,294 1,256 

 その他の収入 150,968 144,154 6,814 

 借入金 190,000 254,000 △ 64,000 

 前年度繰越支払資金 93,836 93,836 0 

 収入の部合計 1,354,506 1,409,283 △ 54,777 

 支出の部       

 人件費支出 606,980 610,298 △ 3,318 

 教育研究経費支出 250,652 268,139 △ 17,487 

 管理経費支出 87,891 83,071 4,820 

 借入金等利息支出 7,875 8,409 △ 534 

 借入金等返済支出 172,405 236,405 △ 64,000 

 施設関係支出 44,735 34,188 10,547 

 設備関係支出 21,670 18,915 2,755 

 その他の支出 23,366 52,564 △ 29,198 

 次年度繰越支払資金 138,932 97,294 41,638 

 支出の部合計 1,354,506 1,409,283 △ 54,777 



 

 （2）事業活動収支計算書   

   

 平成 31 年 4 月 1 日から  

 令和 2 年 3 月 31 日まで  

 1.教育活動収支   単位：千円 

   予  算 決  算 差  異 

 学生生徒等納付金 531,056 533,941 △ 2,885 

 手数料 20,536 20,393 143 

 寄付金 8,560 4,665 3,895 

 補助金 359,550 358,294 1,256 

 その他の収入 46,777 46,926 △ 149 

 教育活動収入合計 966,479 964,219 2,260 

 人件費 606,980 610,298 △ 3,318 

 教育研究経費 343,352 370,785 △ 27,433 

 管理経費 90,241 87,823 2,418 

 教育活動支出合計 1,040,573 1,068,906 △ 28,333 

 教育活動収支差額 △ 74,094 △ 104,687 30,593 

     

 2.教育活動外収支    

 受取利息・配当金 323 350 △ 27 

 借入金等利息 7,875 8,409 △ 534 

 教育活動外収支差額 △ 7,552 △ 8,059 507 

     

 3.経常収支差額（1＋2）    

 経常収支差額 △ 81,646 △ 112,746 31,100 

     

 4.特別収支差額    

 特別収入 2,300 2,470 △ 170 

 特別支出 0 70 △ 70 

 特別収支差額 2,300 2,400 △ 100 

     

 5.事業活動収支（3+4）    

 基本金組入前当年度収支差額 △ 79,346 △ 110,346 31,000 

 基本金組入額合計 △ 32,569 △ 40,673 8,104 

 当年度収支差額 △ 111,915 △ 151,019 39,104 



 

（3）貸借対照表  

平成 32 年 3 月 31 日 

単位：千円  

資産の部  

科目  本年度末  前年度末  増  減  

固定資産  7 ,055 ,350 7 ,107 ,451 △ 52 ,101 

 有形固定資産  6 ,970 ,070 7 ,021 ,102 △ 51 ,032 

  土地  5 ,768 ,980 5 ,768 ,980 0  

  建物  1 ,028 ,186 1 ,066 ,862 △ 38 ,676 

  建築物  50 ,641 58 ,779 △ 8 ,138 

  教育研究用機器備品  52 ,347 57 ,129 △ 4 ,782 

  管理用機器備品  10 ,246 10 ,000 246 

  図書  46 ,109 44 ,964 1 ,145 

  車輌  13 ,561 14 ,388 △ 827 

 特定資産  79 ,000 79 ,000 0  

  退職給与引当特定資産  79 ,000 79 ,000 0  

 その他の固定資産  6 ,280 7 ,349 △ 1 ,069  

  電話加入権  2 ,409 2 ,409 0  

  水道施設利用料  313 313 0  

  保証金  350 350 0  

  ソフトウェア 3 ,208 4 ,277 △ 1 ,069 

  長期貸付金  0 0  0  

  長期前払金  0 0  0  

流動資産  191 ,224 199 ,316 △ 8 ,092  

  現金預金  97 ,294 93 ,836 3 ,458 

  未収入金  57 ,145 70 ,100 △ 12 ,955 

  短期貸付金  0 3 ,201 △ 3 ,201 

  前払金  27 ,092 17 ,375 9 ,717 

  立替金  9 ,474 14 ,480 △ 5 ,006 

  仮払金  219 324 △ 105 

資産の部合計  7 ,246 ,574 7 ,306 ,767 △ 60 ,193 

負債の部     

科目  本年度末  前年度末  増  減  

固定負債  569 ,312 630 ,002 △ 60 ,690 

  長期借入金  423 ,849 460 ,241 △ 36 ,392 

  長期未払金  13 ,175 18 ,272 △ 5 ,097 

  退職給与引当金  132 ,288 151 ,489 △ 19 ,201 

流動負債  371 ,728 260 ,886 110 ,842 

  短期借入金  76 ,656 22 ,669 53 ,987 

  未払金  67 ,914 95 ,759 △ 27 ,845 

  前受金  120 ,907 88 ,111 32 ,796 

  預り金  106 ,251 53 ,915 52 ,336 

  借受金  0 432 △ 432 

負債の部合計  941 ,040 890 ,888 50 ,152 

純資産の部  

科目  本年度末  前年度末  増  減  

基本金  10 ,186 ,764 10 ,146 ,090 40 ,674 

  第 1 号基本金  10 ,108 ,764 10 ,068 ,090 40 ,674 

  第 4 号基本金  78 ,000 78 ,000 0  

繰越収支差額  △ 3 ,881 ,230 △ 3 ,730 ,211 △ 151 ,019 

  翌年度繰越収支差額  △ 3 ,881 ,230 △ 3 ,730 ,211 △ 151 ,019 

純資産の部合計  6 ,305 ,534 6 ,415 ,879 △ 110 ,345 

負債及び純資産の部合計  7 ,246 ,574 7 ,306 ,767 △ 60 ,193 



 

（4）財産目録 

    単位：千円 

 科           目 令和元年度末 
 １ 資産額         
   1.基本財産      
    (1)土地      
      校地  69,725.35 ㎡ 5,768,980   
    (2)建物      
      校舎  17,146.26 ㎡ 1,028,186   
    (3)構築物   50,641   
    (4)教育用機器備品  6,500 点 52,347   
    (5)その他の機器備品  649 点 10,246   
    (6)図書  28,907 冊 46,109   
    (7)車輌   13,561   
    (8)退職給与引当特定資産   79,000   
    (9)その他の固定資産   6,280   
        
   2.運用財産      
    （1）現金預金     
       現金   303  
       普通預金   96,991  
    （2）未収入金   57,145  
    （3）前払金   27,092  
    （4）その他の流動資産   9,693  
             合    計   7,246,574  
      
 ２ 負債額     
   1.固定負債     
    （1）長期借入金     
       京都信用金庫   423,849  
    （2）長期未払金   13,175  
    （3）退職給与引当金   132,288  
      
   2.流動負債     
    （1）短期借入金   76,656  
    （2）未払金   67,914  
    （3）前受金   120,907  
    （4）預り金   106,251  
    （5）仮受金   0  
             合    計   941,040  
      

 

 

 



 

寄附行為に基づく理事・監事名簿  

     

理事  

               令和元年 8 月 9 日から令和 5 年 8 月 9 日まで  

寄附行為弟６条第 1 項  現   行  
代表権を有する

理事  
人数  

①  設置学校校長 (２人～3 人 ) 

  

 

  

 

 

②評議員会（3 人～４人）  

  評議員会において選任  

 

 

 

 

 

 

 

③学識経験者（3 人）  

  理事会において選任  

中 西 紳 也 

 

丸 岡 晃 嗣 

 

 

 

本 部 広 樹 

 

田 井 道 治 

 

木 原 茂 弘 

 

越 後 伸 司 

 

 

小 野 貴 志 

 

本部真理子  

 

林   田 洋 

 

 

 

 

 

 

理 事 長 

 

 

 

 

2 人  

 

 

 

 

 

4 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

３人  

                                         

監事  

任期 令和元年 8 月 27 日から令和 5 年 8 月 26 日まで  

寄附行為第７条  現   行  人 数  

 理事会において選出した候補

者のうちから評議員会の同意

を得て理事長が選任  

大 垣  裕 

 

木 村 直 義  

２人  



 

２．学外者である理事の一覧表  

 

 

                                         

常勤・非常勤の別  前職又は現職  任 期  担当する職務内容や期待する役割  

非常勤  

前職  小学校教諭  

 

現職  民生委員等  

令和５年８月９日 

地域社会と学校の連携等に

ついて、教育的視線と生徒

保護者の目 線で意 見を聞

く。  

非常勤  
現職 衣 類 販 売    

 （自営業）  
令和５年８月９日 

社会的なニーズやデータ分

析等、主に募集活動につい

て意見を聞く。  

非常勤  

前職 私立学校学院長  

 

大阪府少林寺拳法  

連盟 元役員  

 

令和５年８月９日 

当学園の教育の柱となって

いる少林寺拳法の教えと、

当学園の建学の精神の具現

化等について意見を聞く。  

非常勤 

参議院議員秘書  

法務大臣秘書官  

京都府議会議長  

等歴任  

令和５年８月９日 

学識と経験から、京都府の

私立学校の あり方 につい

て、意見を聞く。  




